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小
児
外
科
と
は
脳
脊
髄
、

眼
、
耳
鼻
咽
喉
、
心
臓
大
血

管
な
ど
を
除
く
「
小
児
外
科

疾
患
を
扱
う
診
療
科
」
の
こ

と
。
例
え
ば
虫
垂
炎
な
ど
、

成
人
し
て
か
ら
で
も
発
症
す

る
病
気
の
場
合
は
15
歳
以
下

が
対
象
患
者
と
な
る
が
、「
小

児
特
有
の
外
科
疾
患
」
で
あ

れ
ば
、
成
人
で
も
診
療
の
対

象
と
な
る
。

医
学
部
の
助
手
時
代
は
、

主
に
成
人
の
胆
道
系
疾
患
の

臨
床
や
研
究
に
携
わ
っ
て
い

た
越
永
教
授
だ
が
、
平
成
４

年
12
月
に
附
属
板
橋
病
院
の

小
児
外
科
病
棟
医
長
に
就

任
。
そ
の
後
、
半
年
間
の
出

向
を
挟
ん
で
６
年
６
月
に
同

職
へ
復
帰
し
て
以
降
は
、
今

日
ま
で
小
児
外
科
一
筋
に
歩

ん
で
き
た
。

12
年
11
月
か
ら
半
年
間
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
に
留
学
し

て
胎
児
外
科
を
学
び
、
低
出

生
体
重
児
（
１
５
０
０
㌘
未

満
）
の
外
科
的
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。
板
橋
病
院
に
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
低
出

生
体
重
児
の
外
科
症
例
も
増

え
、
そ
の
臨
床
研
究
の
過
程

で
「
特
発
性
限
局
性
腸
管
穿

孔
が
低
出
生
体
重
児
に
多

く
、
腸
管
拡
張
を
伴
い
や
す

い
」
こ
と
を
初
め
て
学
会
に

報
告
し
て
い
る
。

既
存
療
法
に
闘
い
を
挑
む

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
小
児
が
ん
の
研
究
だ
と
い

う
。
ち
な
み
に
、
越
永
教
授

が
小
児
外
科
医
と
し
て
勤
務

す
る
板
橋
病
院
は
、
東
京
都

指
定
の
小
児
が
ん
診
療
病
院

で
も
あ
る
。

「
小
児
が
ん
に
は
白
血

病
、
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
血
液

が
ん
と
神
経
芽
腫
、
肝
芽

腫
、
腎
芽
腫
（
ウ
ィ
ル
ム
ス

腫
瘍
）
な
ど
の
固
形
が
ん
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は

研
究
機
関
が
分
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
小

児
が
ん
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

設
立
さ
れ
て
、
現
在
は
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
で
す
べ
て
統
合

さ
れ
て
い
ま
す
」

越
永
教
授
が
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
全
国
で
も
年
間

数
名
の
発
症
例
し
か

な
い
と
い
う
両
側
性

腎
芽
腫
（
胎
生
５
週

頃
に
出
現
す
る
後
腎

芽
組
織
か
ら
、
生
後

左
右
両
方
の
腎
臓
に

発
生
す
る
悪
性
腫

瘍
）の
臨
床
研
究
だ
。

「
医
学
の
研
究
に

は
基
礎
研
究
と
臨
床

研
究
が
あ
り
ま

す
。
臨
床
研
究
と
は
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
標
準
的
な
治

療
法
に
、
い
わ
ば
〝
闘
い
〟

を
挑
ん
で
い
く
も
の
で
、
よ

り
良
い
結
果
が
期
待
さ
れ
る

治
療
法
を
研
究
し
開
発
す

る
。
そ
の
優
位
性
が
実
証
さ

れ
れ
ば
、
そ
れ
が
新
た
な
標

準
療
法
に
な
っ
て
い
く
。
そ

う
や
っ
て
医
学
は
進
歩
し
て

い
く
の
で
す
」

両
側
性
腎
芽
腫
の
場
合
、

一
側
の
腎
臓
を
摘
出
し
、
残

し
た
腎
臓
の
腫
瘍
を
部
分
切

除
す
る
の
が
か
つ
て
の
標
準

療
法
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
同

時
に
正
常
な
腎
組
織
も
少
な

く
な
る
た
め
「
10
年
後
、
20

年
後
に
腎
不
全
を
起
こ
す
患

者
さ
ん
が
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
」
と
い
う
。

「
理
屈
で
い
え
ば
、
正
常

な
組
織
を
な
る
べ
く
多
く
残

し
た
方
が
い
い
わ
け
で
、
だ

か
ら
腎
臓
は
両
方
残
し
た
ま

ま
、
化
学
療
法
―
―
即
ち
抗

が
ん
剤
で
腫
瘍
を
叩
い
て
、

小
さ
く
し
て
か
ら
切
除
す
る

方
法
（
腎
温
存
外
科
手
術
）

を
推
奨
し
て
い
る
。
欧
米
で

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
標
準
治

療
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
５

年
で
目
途
を
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

小
児
≠
成
人
の
縮
小

発
育
途
上
の
小
児
に
は
成

人
と
異
な
る
特
徴
が
多
数
あ

り
、
成
人
の
外
科
疾
患
に
お

け
る
治
療
の
常
識
は
通
じ
な

い
。
一
つ
の
疾
患
あ
た
り
の

発
生
数
が
少
な
い
一
方
で
、

疾
患
が
広
範
に
及
ぶ
の
も
小

児
外
科
疾
患
の
特
徴
だ
。
そ

れ
ゆ
え
、「
医
師
が
小
児
の

特
殊
性
に
つ
い
て
よ
り
専
門

的
な
知
識
を
有
し
、
充
実
し

た
治
療
設
備
と
手
術
前
後
の

管
理
体
制
・
看
護
体
制
を
整

え
て
、
初
め
て
小
児
外
科
の

診
療
が
可
能
に
な
る
」
と
越

永
教
授
は
い
う
。

学
会
や
大
学
で
の
多
忙
な

研
究
活
動
の
合
間
に
は
、
外

来
診
療
で
精
力
的
に
患
者
と

向
き
合
う
。
専
門
医
と
し
て

の
矜
持
で
あ
り
、「
日
大
が

特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
私

大
と
し
て
生
き
残
り
、
勝
ち

抜
い
て
い
く
た
め
に
重
要
な

部
分
」
と
考
え
る
か
ら
だ
。

少
子
化
に
伴
っ
て
患
者
数

も
減
り
、
採
算
面
を
考
慮
し

て
小
児
外
科
診
療
か
ら
撤
退

す
る
病
院
も
あ
る
中
で
、
越

永
教
授
は
ど
こ
ま
で
も
前
向

き
だ
。

２
０
０
５
年
4
月
、
近
藤

壽
郎
教
授
の
下
に
開
講
さ
れ

た
『
顎
顔
面
外
科
学
講
座
』。

顎
顔
面
外
科
と
は
、
歯
科
医

学
に
お
け
る
外
科
分
野
で
あ

る
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、

主
に
目
の
下
か
ら
顎
の
下
ま

で
の
部
位
の
外
科
を
指
す
。

口
腔
外
科
は
、１
９
０
９
年（
明

治
42
年
）
の
歯
科
医
術
開
業

試
験
に
お
い
て
正
式
な
試
験

科
目
と
し
て
採
用
さ
れ
、
47

年
（
昭
和
22
年
）
に
編
纂
さ

れ
た
歯
学
教
授
要
綱
に
よ
っ

て
国
内
標
準
化
が
な
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
今
日
の
口

腔
外
科
学
は
、
歯
科
医
学
の
一

教
科
と
し
て
、
ま
た
研
究
分

野
と
し
て
体
系
化
が
進
ん
で

お
り
、
か
つ
専
門
医
制
度
を

も
つ
と
い
う
非
常
に
伝
統
あ

る
領
域
だ
。

一
口
に
口
腔
外
科
と
い
っ
て

も
、
そ
の
〝
守
備
範
囲
〟
は

非
常
に
広
い
。
顎
顔
面
外
科

学
講
座
の
臨
床
に
お
い
て

は
、
抜
歯
術
や
歯
の
再
植
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
来

小
手
術
、
口
腔
癌
や
前
癌
病

変
の
外
科
治
療
、
歯
原
性
腫

瘍
な
ど
良
性
腫
瘍
の
外
科
治

療
、
さ
ら
に
唾
液
腺
外
科
な

ど
、
口
腔
外
科
の
ほ
と
ん
ど
の

領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
研
究
の
二
本
柱

「
な
か
で
も
私
た
ち
が
と

く
に
注
力
し
て
い
る
領
域

は
、
顎
骨
の
骨
接
合
と
顎
関

節
外
科
で
す
」。
ま
ず
、
前

者
。
例
え
ば
、
骨
折
し
た
顎

の
骨
を
元
通
り
に
す
る
た
め

に
は
金
属
の
プ
レ
ー
ト
や
ス

ク
リ
ュ
ー
（
ネ
ジ
）
で
強
固

に
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
組
織
内
副
子
固

定
と
い
う
。
こ
の
内
固
定
材

料
の
開
発
は
20
世
紀
半
ば
か

ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
Ａ
Ｏ

骨
接
合
法
と
し
て
一
般
化

し
、整
形
外
科
外
傷
、脊
椎
、

脳
神
経
、
頭
蓋
顎
顔
面
な
ど

の
領
域
に
お
い
て
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
近

藤
教
授
は
Ａ
Ｏ 

Ｃ
Ｍ
Ｆ

（C
ra

n
io

-M
a

xillo
-

Facial

）
の
教
育
、
研
究
を

統
括
す
る
日
本
支
部
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動
し

て
お
り
、
現
在
は
会
長
に
就

任
。
こ
の
分
野
の
牽
引
役
で

も
あ
る
の
だ
。

続
い
て
後

者
。
顎
関
節

外
科
に
お
い

て
は
、
関
節

突
起
部
骨
折

に
対
す
る
関

節
洗
浄
療
法

の
開
発
、
関
節
円
板
下
面
形

成
術
、
微
細
径
関
節
鏡
に
よ

る
関
節
腔
の
鏡
視
下
洗
浄
療

法
、
お
よ
び
経
耳
下
腺
進
入

法
に
よ
る
顎
関
節
腫
瘍
切
除

な
ど
の
新
規
手
術
術
式
の
開

発
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

「
さ
ら
に
顎
関
節
外
科
に

お
い
て
は
、
顎
関
節
疾
患
に

関
連
す
る
炎
症
病
態
を
分
子

生
物
学
的
に
解
析
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ヒ
ト
培
養

顎
関
節
滑
膜
細
胞
系
を
用
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
炎
症
状
態
下
で

発
現
変
動
す
る
遺
伝
子
群
を

網
羅
的
に
解
析
す
る
と
い
う

研
究
で
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
顎
関
節
内
障
や
変
形
性

顎
関
節
症
を
は
じ
め
と
す
る

顎
関
節
疾
患
の
病
態
解
明
に

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
」

表
裏
一
体
の
臨
床
と
研
究

ま
た
、
組
織
工
学
を
用
い

た
再
生
医
療
の
研
究
に
も
余

念
が
な
い
。「
安
全
で
豊
富
に

入
手
で
き
る
幹
細
胞
の
確
保

に
は
問
題
が
残
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
廃
棄
さ
れ
る

組
織
か
ら
再
生
医
療
に
転
用

可
能
な
細
胞
を
採
取
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
患
者
の
身
体

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、〝
親
知
ら

ず
〟（
埋
伏
歯
）
は
、
炎
症
の

原
因
に
な
っ
た
り
す
る
の
で

抜
歯
を
勧
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
の
治
療
過

程
に
お
い
て
、
歯
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
袋
状
の
組
織
、
歯

嚢
も
一
緒
に
破
棄
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
実
は
、
そ
の
歯

嚢
に
は
幹
細
胞
が
存
在
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

歯
嚢
由
来
細
胞
は
骨
芽
細

胞
、
脂
肪
細
胞
、
神
経
系
細

胞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
に

分
化
誘
導
す
る
能
力
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
転
用
可
能
な

細
胞
が
採
取
で
き
れ
ば
、
患

者
の
身
体
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
も
の
で
す
」

顎
顔
面
は
、
も
の
を
噛
ん

で
、
食
べ
る
と
い
う
ヒ
ト
が

生
き
て
い
く
上
で
最
上
の
喜

び
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
複

合
臓
器
だ
。「
研
究
の
最
先

端
を
走
る
こ
と
は
大
事
。
し

か
し
一
方
で
、
我
々
に
は
臨

床
医
と
し
て
患
者
を
診
る
と

い
う
任
務
が
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
臨
床
か
ら
生
じ
る
『
な

ぜ
？
』
と
い
う
疑
問
を
、
常

に
研
究
と
い
う
ベ
ン
チ
に
移

し
、
そ
し
て
ま
た
臨
床
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く

と
い
う
ア
プ
ラ
イ
ド
サ
イ
エ

ン
ス
こ
そ
が
我
々
に
課
さ
れ

た
任
務
な
の
で
す
」。
近
藤
教

授
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に

臨
床
と
研
究
と
の
好
循
環
な

の
で
あ
る
。

越永 從道 教授

近藤 壽郎 教授

医学部

松戸歯学部

小児がんの新たな治療法開発に取り組む

越永　從道（こしなが・つぐみち）
昭和58年本学医学部医学科卒。63年大学院医学
研究科博士課程外科学（Ⅰ）修了。医学博士。研究分
野は小児科学、小児外科学、胎児・新生児医学。日
本小児血液・がん学会ほか複数の学会で評議員に名
を連ね、平成27年6月、日本小児外科学会副理事長
に就任。現・本学医学部小児外科教授、附属板橋病
院小児外科部長。東京都出身。59歳。

全国で年間数例しかない両側性腎芽腫
片側腎摘出に潜む腎不全発症の可能性

国民医療に貢献する顎顔面外科学講座

近藤　壽郎（こんどう・としろう）
昭和55年鶴見大学歯学部卒。60年同大学大学院
歯学研究科博士課程修了。博士（歯学）。鶴見大学歯
学部講師、横浜労災病院歯科口腔外科部長、鶴見大
学歯学部助教授を経て、平成15年本学松戸歯学部
に教授として着任。松戸歯学部付属病院口腔外科科
長。研究分野は、口腔外科学、顎顔面外科学。（公社）
日本口腔外科学会理事。東京都出身。60歳。

「顎骨の骨接合」「顎関節外科」による機能回復を目指す
臨床にフィードバックできる研究成果を追究

今後も顎顔面外科学の領域
の発展に寄与し、患者に尽く
したいという近藤教授

板橋病院の外来診察室にて。研究活動の合間、
精力的に患者と向き合っている


